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平成２４年７月 

 

鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２３年度） 

 

〔概 要 版〕 

 

１．運転事故 

 
○ 平成２３年度に発生した運転事故は、件数が８６６件で対前年度６件（０.７％）減、死亡者数が

３１４人で同３９人（１１.０％）減でした。 (表１参照) 
 

○ 乗客の死亡事故は、ありませんでした。 

 
 

表１：運転事故の件数及び死傷者数（平成２３年度） 
 

 

 
 件 数  （対前年度）  死亡者数 （対前年度）  負傷者数  （対前年度） 

列 車 事 故※ 1  13 件 （△ 1件）  0 人 （△ 1 人） 84 人 （＋76 人） 

踏 切 事 故※ 2 331 件 （＋28件） 119 人 （＋ 1 人） 93 人 （＋19 人） 

 うち踏切障害に伴う 

列車事故
※3 

2 件  （± 0 件） 0 人  （△ 1 人） 5 人  （＋ 2 人） 

道 路 障 害 事 故 89 件  （△ 2件）  0 人 （△ 1 人） 43 人 （± 0 人） 

人 身 障 害 事 故 432 件  （△31件） 195 人 （△39 人） 250 人 （＋15 人） 

 
うちホームでの 

人身障害事故 
209 件    （△15 件） 31 人  （△11 人） 179 人  （△ 7 人） 

物 損 事 故 3 件  （± 0件）   

合 計 866 件 （△ 6件） 314 人 （△39 人） 465 人 （＋108 人） 

※1 「列車事故」は、列車衝突事故、列車脱線事故及び列車火災事故の総称です。 

※2 「踏切事故」は、踏切障害に伴う列車事故と踏切障害事故の総称です。 

※3 「踏切障害に伴う列車事故」の件数等は、踏切事故の内数であり、列車事故にも重複して計上されています。 

    合計の件数等は、この重複を除いたものです。 
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図１：運転事故の種類別の件数及び死傷者数（平成２３年度） 
 
 

① 件  数                   ② 死亡者数                   ③ 負傷者数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図２：運転事故の件数及び死傷者数の推移 

 
 

２．踏切事故 

 
○ 平成２３年度に発生した踏切事故は、件数が３３１件で対前年度２８件（９.２％）増、死亡者

数が１１９人で同１人（０.８％）増でした。(表１参照) 
 

 
 

559
441 458 419 416 408 413 466 436 423 451 430 392 366 343 360 328 349 336 311 313 350 330 324

444
319 333 315 317 353 314

833

830
907

903
1,054

644
751 674

838

606

1,423

893

709

492 489 444
619

365 415
375

511 376 364 398

953

473 394 392 417 357 465

2,027

1,814

1,911

1,669

1,5941,605

1,4561,4681,479

1,308

1,241
1,1541,180

1,0731,046
1,003

964 939 927 934
881

843 833 847 857 849 892 849 851 872 866

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

S56 58 60 62 H1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23

（年度）

負傷者数（人）

死亡者数（人）

件数（件）

列車事故

13件 1.5%

踏切障害

329件

38.0%

道路障害

89件

10.3%

人身障害

432件

49.9%

物損事故

3件 0.3%

件 数

866件

踏切障害

119人

37.9%

人身障害

195人

62.1%

死亡者数
314人

列車事故

84人

18.1%

踏切障害

88人

18.9%

道路障害

43人 9.2%

人身障害

250人

53.8%

負傷者数

465人



 

3 

３．人身障害事故 

 
○ 平成２３年度に発生した人身障害事故は、件数が４３２件で対前年３１件（６.７％）減、死亡者

数が１９５人で３９人（１６.７％）減でした。(表１参照) 
 

○ ホームでの触車による人身障害事故は、件数が２０９件で対前年度１５件（６.７％）減、死亡

者数が３１人で同１１人（２６.２％）減でした。このうち、酔客に係るものは１２２件（５８.４％）で

同１６件（１１.６％）減でした。 (図４参照) 
 
○ 線路内への無断立入り等での触車による人身障害事故は、件数が２０７件で対前年度

２１件（９.２％）減、死亡者が１６２人で同２７人（１４.３％）減となっています。(図４参照) 
 
○ 運転事故が長期的には減少傾向にある中で、ホームでの触車による人身障害事故は近年増

加傾向にあります。このため、ホームドア等の整備や、「プラットホーム事故ゼロ運動」等により、

今後も事故防止を図っていきます。 

 

図３：人身障害事故の原因等別の件数及び死傷者数（平成２３年度） 
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図４：ホーム等における人身障害事故件数の推移
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４．高齢者の関係する事故 
 

○ 踏切事故については、高齢者が関係するものが多く、平成２２・２３年度に発生した事故６１７

件のうち３０６件（４９.６％）を６０歳以上の事故が占めています。（図５参照） 
 

○ 線路内への無断立入り等での触車による人身障害事故については、平成２２・２３年度に発

生した事故４２４件のうち２４０件（５６.６％）を６０歳以上の事故が占めています。（図６参照） 
 

○ 高齢者の関係する事故に関しては、例えば、平成２２・２３年度に発生した運転者が６０歳以

上の自動車の第１種踏切道（遮断機、警報機ともに設置されている踏切道）における踏切事故１１４件

のうち、停滞によるものが５３件（４６.５％）を占めるなど、特徴があります。（図７参照） 
 

○ このような特徴を踏まえ、障害物検知装置の整備等の他、自動車が踏切道から出る前に遮断

機が閉じたときにはそのまま進行し遮断機を自動車で押し上げて脱出できることの周知を図る

など、今後も事故防止を図っていきます。 

 

 
   図５：関係者年齢別の踏切事故件数   図６：線路内への無断立入り等での触車による 
          （平成２２・２３年度計）           人身障害事故件数（平成２２・２３年度計） 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７：第１種踏切道における自動車の踏切事故の原因別件数（平成２２・２３年度計） 
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５．輸送障害 

 

○ 平成２３年度に発生した輸送障害は５，２７８件で対前年度３５９件（７.３％）増でした。(図８参

照) 
 
○ 車両故障等による輸送障害のうち、車両故障によるものが８８１件で対前年度１１８件（１５.５％）

増、係員の取扱い誤り等によるものが２７０件で同６４件（３１.１％）増でした。 
 
○ 線路内立入り等による輸送障害のうち、自殺によるものは６０１件で対前年度２２件（３.５％）減

の他、動物によるものが３１２件で同２２件（６.６％）減でした。 
 

○ 風水害、雷害、地震等による輸送障害のうち、降雨等の水害が５７１件で対前年度１０５件

（２２.５％）増、雪害が３６１件で同３４件（１０.４％）増、風害が３３７件で同５６件（１９．９％）増、地

震が１６４件で同２件（１.２％）増など、自然災害によるものが増加しました。 

 

 

図８：輸送障害件数の推移

 
 

 

573 567 652
830 807

601
878 885 1,005

810 969 1,088 1,099
1,285

982 980 1,134

1,906
1,688

1,339 1,353 1,416 1,292

1,718
1,910

359 384
435

477 560
636

682 742
843

824
828

898 905
925

949 1,096

1,362

1,352
1,542

1,477 1,564 1,472 1,593

1,805

1,850

910 932
1,034

1,171
1,241

1,337

1,404 1,422

1,488

1,352
1,410

1,323
1,533

1,502

1,450
1,471

1,432

1,547
1,971

1,605 1,442
1,303 1,269

1,396

1,518

1,8421,883
2,121

2,478
2,608 2,574

2,964
3,049

3,336

2,986

3,207
3,309

3,537

3,712

3,381

3,547

3,928

4,805

5,201

4,421
4,359

4,1914,154

4,919

5,278

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

S62 63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

（件）

（年度）

車両故障等によるもの

線路内立入り等によるもの

風水害、雷害、地震等によるもの


